原著論文
機構誌『人間中心設計』原稿執筆・投稿の手引き
― 『人間中心設計』原稿テンプレート ―
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Abstract - This paper describes the way how to write your manuscript for the Transactions of Human Centered Design Organization. The abstract should be a summary of the paper, in 200 words or less. For short papers, the abstract should be no more than 100 words.
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はじめに
人間中心設計推進機構機構誌『人間中心設計』へ投稿する原稿は、本「原稿執筆の手引き」に従って作成してください。なお、本「原稿執筆の手引き」自体が原稿のフォーマットに従っています。本手引きをテンプレートとして利用するなど、原稿執筆の際の参考にしてください。
題目など*1：人間中心大学大学院工学研究科
*2：人間中心株式会社中央研究所
*1：Graduate School of Engineering, HC University
*2：Central Research Laboratory, HC LTD.

本章では題目や著者、要旨、キーワードなどについて説明します。
題目
和文原稿の場合は、和文題目と英文題目を併記してください。英文原稿の場合には英文題目のみを記載してください。
著者
和文原稿の場合は、和文著者名と英文著者名を併記してください。英文原稿の場合には英文著者名のみを記載してください。英文著者名は、名姓の順とし、それぞれ先頭の文字のみを大文字にしてください。
1.1 著者所属
和文原稿の場合は、和文著者所属と英文著者所属を併記してください。英文原稿の場合には英文著者所属のみを記載してください。記載には、該当著者の右肩に*1,*2,…などをつけ、第1頁左下に脚注としてそれぞれ記載してください。
1.2 英文要旨
英文要旨は論文の内容を簡潔にまとめた200語以内で記載してください。短報の場合の英文要旨は100語以内とします。
1.3 キーワード
論文の内容を表すキーワードを英語5個以内で記載してください。
本文*1：人間中心大学大学院工学研究科
*2：人間中心株式会社中央研究所
*1：Graduate School of Engineering, HC University
*2：Central Research Laboratory, HC LTD.

本章では本文の書き方について説明します。
1.4 文章
和文原稿の文章は「である」調の口語体とし、特に英文もしくはカタカナ書きを必要とする部分以外は、現代かなづかいによる漢字かなまじり文としてください。外国の固有名詞は原則として原語綴りとします。
1.5 用語
HCD関連の用語のカタカナ書きについては「HCD重要用語のカタカナ表記ガイドライン」
（https://www.hcdnet.org/hcd/column/hcd2013.html）に原則従うようにしてください。
1.6 見出し
本文の区分けはポイントシステムによる記号を用いて、章見出し「1.、2.、…」、節見出し「1.1、1.2、…」、項見出し「1.1.1、1.1.2、…」などとしてください。付録は参考文献の後につけ、章見出しを無番号で「付録」とします。必要ならば節見出しとして「付録1.、付録2.、…」などを用いて区分けしてください。なお、章見出しは中央配置（センタリング）してください。
1.7 文章の区切り
文章の区切りにはピリオド「．」または句点「。」を、句の区切りにはコンマ「，」または読点「、」を用い、1字分をあててください。どちらの方式を用いても結構ですが、「ピリオド・コンマ」、あるいは「句点・読点」に統一してください。なお、各段落の最初は1字分をあけてください。
*1：人間中心大学大学院工学研究科
*2：人間中心株式会社中央研究所
*1：Graduate School of Engineering, HC University
*2：Central Research Laboratory, HC LTD.

数式など
本章では数式などの取り扱いについて説明します。
数値・単位
単位は原則として国際単位系（SI）、数値はアラビア数字を使用してください。
数式
原則として、すべての数式に式番をつけてください。式番は通し番号とし、(1)、(2)、…のように表します。参照する場合は(1)式、(2)式、…、Eq(1)、Eq(2)、…とします。分数式は、式として独立したものは
                              (1)
のように改行して書きますが、本文と同じ行の場合には(a+b)/(c+全体)のように書いてください。
定理・定義・補題
定義、定理、補題などの番号は通し番号とし、【定義1】、【定理1】、【補題1】、…のように表します。参照する場合は括弧を取り、定義1、定理1などとします。
図・表
本章では，図表と見出しなどの書き方を示します。
番号
図、表の番号は、それぞれ、図1、図2、…、表1、表2、…のように通し番号としてください。写真は図として扱います。
見出し
図の場合にはその下に、表の場合にはその上に、番号とともに見出しを入れてください。和文原稿の場合には、日本語の見出し、英語の見出しの順に両方を入れてください。英文原稿の場合には、英語の見出しのみを入れてください。
引用
本文中で図、表を引用する場合には、和文原稿の場合、図1、図2、…、表1、表2、…とし、英文原稿の場合は、Figure 1、Figure 2、…、Table 1、Table 2、…とします。
サイズ
図、表の刷り上がり寸法は、横幅8cm以内（片段）と横幅17cm以内（両段）の二通りとします。図や表中の文字は適切な大きさで、本文との整合性に注意してください。
図、表の例
図と表の記載例をこの「原稿執筆の手引き」中に示します（図1、および表1参照）。
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図1　楕円と五角形
Figure 1 Ellipse and Pentagon
表1　図形の辺と頂点
Table 1 Sides and Apices of Figures
	図形
	辺の数
	頂点の数

	三角形
	3
	3

	五角形
	5
	5

	楕円
	なし
	なし


脚注
脚注は本文の一部分として作成してください。
引用
引用は引用箇所の肩に1,2,3,…あるいは、*,**,***,…†,‡,§,¶などと付け、出典等を脚注に示してください。
脚注の記載
脚注は、本文の下に境界を表す横線を引き、その下に記載してください。なお、脚注[footnoteRef:1]も原稿の枠内に書いてください。 [1:  脚注は脚注機能を使ってください。] 

文献の参照と一覧
参考文献は本文の一部分として作成し、最終章、謝辞の後に記載してください。なお，参考文献と謝辞の見出しは慣例として見出し番号を付けません。ご注意ください。
参照
参考文献の参照は参照箇所に[1]、[1], [3]、[1]～[3]などとつけてください。
文献の記載
参考文献は本文の末尾にまとめてください。雑誌の場合は、著者名、題目、雑誌名（略記にて可）、巻、号、ページ、発行西暦年を、書籍の場合には、著者（または編者）名、書名（編者）、発行所、ページ、発行西暦年の順に記載してください。なお、著者（または編者）名の後はコロン「：」、題目の後はセミコロン「；」、そのほかはカンマ「，」で区切り、発行西暦年は小括弧「（）」で囲んでください。また、英文の書籍名、雑誌名は斜体にしてください。
著者（または編者）名は、和文の場合、姓名を著者ごとにカンマ「，」で区切って記載してください。著者が多い場合でも省略せずに、すべての著者名を列挙してください。英文の場合には、「姓、名のイニシャル」の羅列とし、カンマ「，」で区切ってください。著者が多い場合でも、和文の場合と同様に省略せずにすべての著者名を列挙してください。
著者紹介
原稿末尾に、「著者紹介」（英文原稿の場合は「Biography」）を設けて、共著者を含むすべての著者について、氏名、会員種別、著者の顔写真、著者の略歴を記載してください。なお、「著者紹介」の直前には、事務局の方で原稿受理日の記載を挿入します。「著者紹介」の直前に2行程度の空きスペースをとっておいて下さい。
1.8 氏名・会員種別
著者の氏名を記載し、その横に括弧付きで会員種別を記載してください。会員種別は、和文原稿の場合、「（正会員）」または「（学生会員）」を記載してください。英文原稿の場合は、「(Member)」または「(Student Member)」とします。会員でないときは、なにも記載しないでください。
1.9 著者の顔写真
著者の顔写真は、仕上がりサイズ縦32mm×横24mm（アスペクト比4：3）、胸から上（頭部まで）が写るバストアップの構図とし、顔が明瞭に確認できるものを所定の位置に掲載してください。
1.10 著者の略歴
各著者の顔写真の右横に、略歴を記載してください。投稿時には、各著者の顔写真は、空白のままで結構です。略歴はあまり長くならない程度とし、長い名称などは通常用いる範囲内で省略して記載することができます。
文字数・大きさ
1.11 文字数
原稿は、A4サイズの機構誌に印刷されます。本文の文字数は、25文字×41行の2段組とします。各部のマージン（余白）は表2の通りです。
1.12 文字の大きさ
文字の大きさは原則として表3、表4の通りとします。

表2　原稿のマージン
Table 2 Margins of Manuscript
	各部
	マージン

	用紙上端から本文
	20mm

	用紙下端から本文
	15mm

	用紙左端から本文
	20mm

	用紙右端から本文
	20mm

	段組中央
	10mm


投稿時に必要な書類の作成と提出
投稿時には、「投稿原稿のPDFファイル」を下記の論文投稿管理システムから提出してください。各種マニュアルも下記に公開しています。

■機構誌「人間中心設計」投稿管理システム
https://www.editorialmanager.com/hcd/

採録決定後に必要な書類の作成と提出
採録が決定した場合には、以下の電子ファイルを論文投稿管理システムから提出してください。

(1)　著作権譲渡同意書のPDFファイル
(2)　最終原稿のPDFファイル
(3)　編集可能な最終原稿のファイル


表3　文字の大きさ（和文原稿）
Table 3 Character Size (Japanese manuscript)
	文字
	書体
	ポイント

	和文表題
	游ゴシック体
	16.5

	和文著者名
	游明朝体
	14.0

	英文表題
	Times New Roman (Bold)
	12.0

	英文著者名
	Times New Roman
	12.0

	英文要旨
	Times New Roman
	9.0

	キーワード
	Times New Roman
	9.0

	章見出し
	游ゴシック体（太字）
	9.0

	節・項見出し
	游ゴシック Medium体
	9.0

	図等見出し
	游明朝体
	9.0

	本文
	游明朝体
	9.0

	参考文献
	游明朝体
	9.0

	著者紹介氏名
	游ゴシック体（太字）
	9.0

	著者会員種別
	游明朝体
	9.0

	著者略歴
	游明朝体
	9.0

	脚注
	游明朝体
	8.0



表4　文字の大きさ（英文原稿）
Table 4 Character Size (English manuscript)
	文字
	書体
	ポイント

	英文表題
	Times New Roman
	14.0

	英文著者名
	Times New Roman
	12.0

	英文要旨
	Times New Roman
	9.0

	キーワード
	Times New Roman
	9.0

	章・節見出し
	Times New Roman (Bold)
	9.0

	項見出し
	Times New Roman
	9.0

	図等見出し
	Times New Roman
	9.0

	本文
	Times New Roman
	9.0

	参考文献
	Times New Roman
	9.0

	著者紹介氏名
	Times New Roman (Bold)
	9.0

	著者会員種別
	Times New Roman
	9.0

	著者略歴
	Times New Roman
	9.0

	脚注
	Times New Roman
	8.0
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付録
付録は参考文献の後につけ、章見出しを無番号で「付録」とします。必要ならば節見出しとして「付録1、付録2、…」などを用いて区分けしてください。

（2008年1月1日受付、2026年4月1日受理）
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